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自
治
労
連
愛
知
県
本
部
の
第
１
０
６
回
臨
時
大
会
が

１
月
１５
日
、
名
古
屋
市
・
日
本
ガ
イ
シ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

開
催
さ
れ
、
３１
単
組
か
ら
１
５
１
人
の
代
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
大
会
は
、
２
０
１
１
春
闘
で
国
民
・
労
働

者
の
雇
用
・
く
ら
し
の
改
善
を
め
ざ
す
活
発
な
議
論
を

展
開
。
労
働
基
本
権
回
復
を
展
望
し
、
職
場
か
ら
全
組

合
員
参
加
の
運
動
で
住
民
と
の
共
同
を
広
げ
、
民
主
的

自
治
体
建
設
で
、
憲
法
が
生
き
る
く
ら
し
と
職
場
に
す

る
、
同
時
に
春
の
組
織
拡
大
月
間
で
、
要
求
前
進
と
結

ん
で
労
働
組
合
を
強
く
大
き
く
す
る
、
な
ど
の
１
号
議

案
か
ら
４
号
議
案
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
梅
野
執
行
委
員

長
が
、「
１１
春
闘
で
、
大
企
業

の
内
部
留
保
を
還
元
さ
せ
、
非

正
規
労
働
者
の
正
規
化
や
下
請

け
単
価
の
引
き
上
げ
な
ど
社
会

的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
。
私
た
ち
の
権
利
拡
大
と

と
も
に
、
賃
金
引
き
上
げ
を
勝

ち
取
っ
て
い
こ
う
。１１
春
闘
は
、

政
治
を
変
え
る
た
た
か
い
で
も

あ
る
。
職
場
の
団
結
、
地
域
と

の
共
同
を
広
げ
、
１１
春
闘
を
勝

利
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
伊
藤
書
記
長
が
第

１
号
議
案
・
２
０
１
１
年
国
民

春
闘
方
針
案
、
第
２
号
議
案
・

１０
秋
季
年
末
闘
争
の
中
間
総

括
、
第
３
号
議
案
・
自
治
労
連

愛
知
県
本
部
規
約
お
よ
び
離
籍

専
従
役
員
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
第
４
号
議
案
・
名
古

屋
市
長
選
挙
の
候
補
者
推
薦
に

つ
い
て
を
一
括
提
案
。

�
派
遣
法
改
正
、
最
賃
引
き

上
げ
、
公
契
約
運
動
、
均
等
待

遇
、有
期
雇
用
の
制
限
な
ど「
働

く
ル
ー
ル
」
を
確
立
し
、
労
働

者
の
賃
金
引
き
上
げ
と
雇
用
の

確
保
・
安
定
で
内
需
の
拡
大
へ

の
経
済
政
策
の
転
換
を
求
め
て

い
く
。
�
「
地
域
主
権
改
革
」

の
中
心
と
し
て
狙
わ
れ
る
公
的

保
育
の
解
体
を
許
さ
ず
、
そ
の

狙
い
と
住
民
生
活
へ
の
影
響
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
り
く

み
を
強
め
る
。
�
職
場
か
ら
生

活
改
善
と
人
員
増
、「
誇
り
と

怒
り
の
大
運
動
」
で
の
雇
用
安

定
と
均
等
待
遇
な
ど
要
求
と
結

ん
で
「
春
の
拡
大
月
間
」
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
６
つ
の
た
た

か
い
の
柱
を
提
起
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で

寄
せ
ら
れ
た

�
生
の
声
�
生
か
し
て

討
論
で
は
、「
秋
年
闘
争
で

は
、
５５
歳
超
職
員
の
１
・
５
％

賃
金
カ
ッ
ト
の
是
正
や
、
初
任

給
基
準
の
復
元
。
非
正
規
に
夏

季
休
暇
２
日
付
与
。
清
掃
の
退

職
補
充
を
正
規
で
行
う
こ
と
な

ど
を
約
束
さ
せ
た
」
山
本
代
議

員
（
蒲
郡
市
職
）「
各
行
政
区

に
あ
る
営
業
所
を
半
分
の
８
つ

へ
と
い
う
統
廃
合
の
提
案
に
た

い
し
、
組
合
員
の
く
ら
し
を
守

り
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
て

る
職
場
づ
く
り
と
と
も
に
、
市

民
の
水
を
守
る
立
場
で
奮
闘
す

る
」
横
井
代
議
員
（
名
水
労
）

「
新
シ
ス
テ
ム
で
、
公
的
保
育

制
度
が
根
本
的
に
ゆ
る
が
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
保
育
士
の

専
門
性
、
人
間
ら
し
く
働
く
と

い
う
意
味
を
、
現
行
制
度
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
声

を
大
に
し
て
訴
え
て
い
き
た

い
」
河
合
代
議
員
（
豊
橋
市
職

労
）「
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
で
寄

せ
ら
れ
た
市
民
と
中
小
企
業
の

生
の
声
を
、
市
長
選
・
一
斉
地

方
選
を
通
し
て
、
く
ら
し
・
福

祉
・
医
療
の
充
実
な
ど
の
政
策

に
反
映
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
地
域
で
の
懇
談

会
の
開
催
な
ど
を
行
い
、
対
話

と
共
同
を
広
げ
た
い
。
憲
法
が

く
ら
し
と
市
政
に
い
き
る
八
田

市
長
の
実
現
を
、
職
場
・
地
域

で
奮
闘
し
た
た
か
う
」
知
崎
代

議
員
（
名
古
屋
市
職
労
）

１２
単
組
１９
人
が
発
言
を
さ
れ

た
。
政
府
の
側
が
通
常
国
会
で

賃
下
げ
法
案
を
予
定
し
て
い

る
。
春
闘
期
の
賃
金
闘
争
で
は

公
務
の
仲
間
を
は
じ
め
民
間
と

も
一
致
し
た
た
た
か
い
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
共
同
し
た
と
り

く
み
を
強
め
て
い
き
た
い
。
基

本
権
問
題
を
踏
ま
え
て
、
官
民

の
統
一
闘
争
を
強
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
人
員
闘
争
を
。
所
属

長
交
渉
を
積
み
上
げ
て
前
進
し

て
い
く
。
年
間
を
通
じ
た
人
員

要
求
を
職
場
か
ら
強
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
地
域
主
権
改
革

許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
め
て

い
く
。
非
正
規
の
雇
い
止
め
問

題
や
、処
遇
改
善
・
雇
用
を
守
る

た
た
か
い
を
す
す
め
て
い
く
。

４
号
議
案
に
関
わ
っ
て
、
組
織

の
維
持
を
心
配
す
る
発
言
を
い

た
だ
い
た
。
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
職
場
を
基
礎
に
し
た
丁
寧

な
、
要
求
に
も
と
づ
い
た
議
論

が
重
要
。
県
本
部
全
体
の
団
結

を
強
め
て
い
き
た
い
。
労
働
組

合
と
し
て
、
民
主
党
候
補
の
政

策
は
、
組
合
員
の
要
求
と
反
す

る
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。
職
場

で
の
丁
寧
な
議
論
な
ど
、
組
合

員
の
要
求
前
進
を
勝
ち
取
る
た

め
に
、
推
薦
決
定
し
て
い
き
た

い
。
ご
理
解
と
協
力
を
。

�
地
域
主
権
改
革
�
許
さ
ず

働
き
が
い
あ
る
職
場
を

民
主
的

自
治
体
建
設
へ
重
要
な

首
長
選
挙

「
港
湾
管
理
者
で
あ
る
河
村

市
長
は
、
民
営
化
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
石
田
氏
も
港

湾
の
民
営
化
を
す
す
め
る
と
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
て
い
る
。

八
田
さ
ん
を
推
薦
決
定
し
て
い

き
た
い
。
民
営
化
反
対
の
官
民

共
同
の
と
り
く
み
を
す
す
め

る
」
熊
谷
代
議
員
（
港
職
労
）

「
公
的
医
療
を
守
る
立
場
で
、

県
知
事
選
・
市
長
選
で
奮
闘
す

る
。
市
立
病
院
を
守
る
立
場
の

八
田
候
補
を
推
薦
決
定
し
た
。

こ
れ
以
上
の
市
民
病
院
の
切
り

崩
し
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を

し
て
い
き
た
い
」
横
井
代
議
員

（
名
市
病
職
労
組
）「
短
期
間

で
は
組
合
の
要
求
を
反
映
す
る

の
は
難
し
い
、
な
ど
の
声
も
き

か
れ
た
が
、
革
新
市
政
の
会
の

政
策
要
求
を
支
持
す
る
立
場
」

佐
賀
代
議
員
（
名
水
労
）「
組

織
の
中
で
十
分
な
議
論
が
さ
れ

た
な
か
で
、
八
田
さ
ん
に
な
っ

た
の
か
。
心
配
し
て
い
る
」
梁

瀬
代
議
員
（
西
尾
市
職
）「
１１

春
闘
は
、
民
主
的
自
治
体
建
設

に
む
け
大
事
な
春
闘
。
議
論
を

重
ね
、
市
民
の
く
ら
し
、
職
員

の
働
き
が
い
を
と
り
戻
す
た

め
、
首
長
選
挙
に
と
り
く
み
た

い
」
蛯
原
代
議
員
（
名
古
屋
市

職
労
）
な
ど
活
発
な
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

総括答弁

�２月１９～２０日
１４時開会
�蒲郡「ホテル竹島」

県本部組織集会
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２０
日
、
愛
知
県
知
事
選
挙
が

告
示
さ
れ
、
矢
場
町
交
差
点
付

近
で
行
わ
れ
た
「
革
新
県
政
の

会
」
の
、
ど
い
敏
彦
知
事
候
補

の
出
発
式
に
は
、
寒
風
の
な
か

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
栄
交
差
点
ま
で
パ

レ
ー
ド
。「
若
者
に
雇
用
を
」「
中

小
企
業
に
仕
事
を
」「
赤
ひ
げ

先
生
を
知
事
に
」
な
ど
通
行
人

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

出
発
式
で
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
「
革
新
県
政
の
会
」
の
榑
松

代
表
は
、「
選
挙
戦
で
は
、
県

民
の
く
ら
し
や
地
域
経
済
を
ど

う
立
て
直
す
の
か
が
一
番
問
わ

れ
て
い
ま
す
。雇
用
を
増
や
し
、

若
者
が
生
き
生
き
と
働
け
る
社

会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
、
ど

い
さ
ん
の
思
い
を
受
け
止
め
、

全
力
で
た
た
か
い
抜
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２３
日
に
は
、
名
古
屋
市
長
選

挙
も
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
栄
交

差
点
で
の
演
説
会
で
は
、「
ど

い
県
知
事
候
補
、
八
田
ひ
ろ
子

名
古
屋
市
長
候
補
以
外
の
候
補

は
、
ム
ダ
な
大
型
開
発
を
推
進

す
る
一
方
、
福
祉
・
医
療
を
削

る
、
住
民
い
じ
め
の
政
策
を
掲

げ
て
い
ま
す
」
と
、
訴
え
ま
し

た
。
国
の
悪
政
で
住
民
の
生
活

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、

防
波
堤
と
な
る
の
が
自
治
体
本

来
の
役
割
で
す
。

�
地
域
主
権
改
革
�
を
許
さ

ず
、
住
民
と
共
同
で
、
民
主
的

な
自
治
体
づ
く
り
を
め
ざ
す
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
た

た
か
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
選
、名
古
屋
市
長
選
が
ス
タ
ー
ト

民
主
的
自
治
体
づ
く
り
へ
全
力
を

沿道の人たちへ、元気よくアピール

自
治
労
連
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
実
行
委
員
会
で
取
り
組
ま

れ
た
、名
古
屋
市
中
小
企
業（
製

造
業
）
実
態
調
査
の
報
告
会
が

１
月
１５
日
に
名
古
屋
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
内
尚
樹
名
城
大
学
教
授
か

ら
、「
最
終
的
に
７
２
４
社（
３７

％
）か
ら
の
調
査
結
果
を
集
約

す
る
こ
と
が
で
き
、
製
造
業
調

査
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
デ
ー

タ
と
な
っ
た
」
こ
と
な
ど
、
調

査
結
果
の
解
析
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
発
言
で
、
中
小
企
業
家

同
友
会
か
ら
「
調
査
に
参
加
し

た
組
合
員
の
感
想
が
聞
き
た

い
」「
大
企
業
と
違
い
、
中
小

企
業
の
社
長
は
、
危
険
な
仕
事

を
率
先
し
て
お
こ
な
っ
て
お

り
、
怪
我
を
し
て
も
労
災
が
使

え
な
い
」
な
ど
が
発
言
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
零
細
業
者
の
経

営
者
か
ら
「
融
資
を
受
け
て
や

り
く
り
し
て
い
る
が
、
仕
事
が

少
な
く
、
今
後
返
済
が
大
変
。

と
に
か
く
仕
事
が
欲
し
い
」
と

い
う
、
切
実
な
発
言
も
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
最
初
は
断
ら
れ
る
か
と
心
配

し
た
が
、
色
々
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
い
う
感
想
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

中中 小小 企企 業業
アアンンケケーートト

深
刻
な
実
態
リ
ア
ル
に

�
と
に
か
く
仕
事
が
ほ
し
い
�

１
月
１９
日
、
倉
田
労
災
裁
判

の
第
３
回
控
訴
審
（
高
裁
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
桜
華
会
館
で
開
か

れ
た
報
告
集
会
で
は
、
福
井
弁

護
士
と
田
巻
弁
護
士
か
ら
原
判

決
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
出
退

勤
時
間
（
時
間
外
）
や
、
業
務

内
容
の
変
化
、
労
働
時
間
の
年

度
別
変
化
な
ど
、
補
強
を
し
た

準
備
書
面
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
人
事
異
動
で
継
続
し
て
美

術
館
勤
務
だ
っ
た
の
が
倉
田
さ

ん
だ
け
と
い
う
状
況
の
な
か
、

仕
事
に
か
か
わ
る
裁
量
性
の
少

な
さ
や
、
支
援
の
な
さ
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
が
血
圧
の
数
値
を
押

し
上
げ
た
こ
と
な
ど
、
医
学
的

な
論
証
も
強
化
し
た
こ
と
が
、

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
と
り
く
み
の
重
点
と

し
て
、
準
備
書
面
を
よ
り
深
め

る
「
新
宮
医
師
と
倉
田
利
奈
さ

ん
の
証
人
採
用
を
求
め
る
」
署

名
を
す
す
め
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

自自治治労労連連共共済済のの
火火災災共共済済はは安安いい！！
１１口口（（耐耐火火）） 保保障障額額
２２．．５５円円／／月月でで最最高高１１００万万円円

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

２
月
２８
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

１
０
１
６
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
ハ
ツ
ワ
ラ
イ
」で
し
た
。

３１
通
の
応
募
が
あ
り
、
す
べ
て

が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

波
多
野

潮（
名
古
屋
市
職
労
）

盛
田

幹
夫（
名
水
労
）

鈴
木
の
り
子（
学
事
労
）

神
谷

和
宏（
豊
橋
市
職
労
）

村
田

昌
彦（
豊
橋
市
職
労
）

宮
道

誠（
豊
橋
市
職
労
）

織
田

歩
美（
半
田
市
職
）

青
山

佑
太（
西
尾
市
職
）

藤
本

美
香（
瀬
戸
市
職
労
）

松
田

直
子（
長
久
手
町
職
労
）

倉田過労死裁判
第４回公判

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

�と き ３月１６日�
ＡＭ１１：００

�ところ 名古屋高裁
１００１号法廷

�と き ２月１１日（金・祝）
�ところ 豊田市・山之手公園
�内 容
�駅・工場宣伝 ７：３０～８：３０
ＪＲ刈谷駅／名鉄豊田市駅／愛環三河豊田駅
／トヨタ本社前
�名駅宣伝 １０：００～１１：００
ミッドランドスクエア前
�工場宣伝 １５：００～１６：００
高岡工場前
�市民宣伝 ９：３０～
山之手公園近辺でのビラ配布
東三河地域は田原市内
�決起集会 １２：３０から
情勢報告／決意表明／トヨタ本社デモ

内部留保を還元せよ

第３２回トヨタ総行動１１３３
兆兆
円円

「
証
人
採
用
」求
め
る

署
名
の
と
り
く
み
強
化
を


